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研究分野：複合新領域 
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１．研究計画の概要 
 本研究はアフリカの難民が直面している
「難民状態の長期化 (Protracted Refugee 
Situations)」にかかわる諸問題を、難民の生
活現場から理解することを目的とする。その
ために本研究は、難民が居住する生活空間に
おいて、1 他の難民や地域社会の人びとと社 
会関係を構築し、2 故郷でおこなっていた文
化的実践を継続・変更させ、3 文化や民族ア
イデン ティティを変更する、といった実践
を、困難な状況において生活を再編するため
の創造的な実践として評価し、その様態を解
明する。そして、難民の受け入れ国定住のた
めに実施されるべき開発=発展計画を策定す
るために必要となる基礎的資料を提供する。 
そのためにケニア共和国のダダーブ難民キ
ャンプにおいて、難民の文化・社会およびア
イデンティティの再構築過程に関する一次
資料の収集を目的とした現地調査をおこな
う。その際、ナイロビ大学アフリカ研究所の
スタッフや、長期間共同研究をおこなってき
た国内外の東アフリカ牧畜民研究者らとの
協力体制を活用し、効率的に調査・研究をす
すめる。また、本研究の成果は、1.学術論文、
2.ホームペーシ、3.国際ワークショップ、4.
最終成果報告書の形で公表するとともに、そ
れらをもとに行政や NGO に対して提言や
序言をおこなう。 
２．研究の進捗状況 
 これまでに計 3回、ケニア・ダダーブ難民
キャンプにおいてソマリ難民とケニアの地
域住民が構築した社会−経済的関係の様態に
焦点をあてた現地調査を実施した。その結果、
難民と地域社会の人びとの双方は、約 20 年
もの長期にわたる相互交渉の過程で、生活上
の争いを回避する制度や、商品の委託販売関
係、土地の貸借・売買制度などの共生を可能
にする方途を練り上げてきたことが明らか
になった。 
 そして本研究の成果をもとに、アフリカの

紛争後社会に生きる人びとが内戦の過程で
創出された他者や国際的な援助の実務者と
いった多様なアクターたちと共に新たな「日
常」を創出していく実践を検討するための国
際シンポジウムを日本とケニアで開催した。 
 また本研究に関連して国立民族学博物館
における試行的プロジェクト—若手研究者
による共同研究において「＜アサイラム空間
＞の人類学：社会的包摂をめぐる開発と福祉
パラダイムを再考する」と題した共同研究が
採択された。 
３．現在までの達成度 
③おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 ケニアの政治状況により、調査地をカクマ
難民キャンプからダダーブ難民キャンプに
変更したが、年次計画通りに現地調査を実施
した。その成果を学術論文や学会発表などの
形で公表した。その他にもアフリカの平和構
築にかかわる研究者やNGO関係者とともに、
あるべき支援や発展の道を模索することを
目的とした国際シンポジウムをケニアと日
本においてコーディネートし、本研究にか
かわる国際的な研究者・実務者のネットワ
ークの構築や実践的な議論をおこなった。 
４．今後の研究の推進方策 
 これまでの研究成果の総括をおこなう。そ
の過程でケニアに渡航し、現地の国際援助機
関の職員やケニアの難民問題に関する政策
立案者らと研究成果の妥当性や政策提言の
可能性について議論する。また本研究の成果
をもとに平成 23 年度におこなった国際シン
ポ ジ ウ ム "Constructing “Ordinary Life”: 

Lessons from Peace Building Practices in Africa"

における議論をまとめ、編集・出版する。 
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